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Abstract

後天性血友病：10症例の検討

Acquired haemophilia – a study of ten cases
R. Saxena, D. K. Mishra, R. Kashyap, V. P. Choudhry, M. Mahapatra and M. Bhargava

Haemophilia (2000), 6, 78–83
© Blackwell Science Ltd.

後天性血友病患者 10例の臨床血液学的検査結果
を報告する。3例では妊娠後に第 VIII因子（FVIII）イ
ンヒビターが発生し，他の 6例ではインヒビター発
生原因を特定できなかった。残りの 1例は，後天性
von Willebrand病であった。3例では，ループスアン
チコアグラントがFVIIIインヒビターと共存していた。
いずれの患者にも出血歴および出血の家族歴はな
かったが，全例が突発性出血を経験していた。9例の
FVIIIインヒビターレベルは，8～ 512 BUであった。

CVP療法（シクロホスファミド＋ビンクリスチン＋
プレドニゾロン），またはコルチコステロイド＋エン
ドキサンまたはシクロスポリンの併用投与を用いた
免疫抑制療法を 8例に行った。うち 7例は臨床症状
と検査値の改善を示したが，1例は示さなかった。1
例に急性ショックを伴う重症産後出血が生じたが，
FEIBAにより止血可能であった。突発性後天性血友
病の診断と管理は今後も重要課題として残るが，産
後の後天性血友病の予後は良好であるといえる。
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